
玉垣修復工事の完了した男坂石段

拶
挨
ご

い
ざ
ご
う
と
で
め
お
て
し
ま
け
明
年
新

て
し
ま
き
つ
に
社
神
幡
八
当
り
よ
頃
日

が
り
あ
に
誠
り
か
預
に
配
高
ご
々
種
は

た
当
に
節
佳
の
年
千
一
座
鎮
御
は
年
本

な
り
滞
は
業
事
復
修
垣
玉
た
し
ま
れ
わ

存
く
し
ば
慶
に
誠
は
と
こ
た
し
ま
れ
ら

所
る
参
て
し
開
展
を
業
事
念
記
々
種
は

い
願
お
を
力
協
ご
と
解
理
ご
の
様
皆
の

き
だ
た
い
て
せ
さ
と
拶
挨
ご
の
年
新
が　

　

日
一
月
一
年
三
十
二
成
平　

　
　

司
宮
社
神
幡
八

　

武
光
田
多

平成 23年 1月 1日発行　発行者 八幡神社  東京都港区虎ノ門 5―10－14　http://www.hachimanjinja.or.jp/
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辛
卯成

平

11

）
九
九
九
一
（
年

化
桁
一
十
号
番
Ｓ
Ｈ
Ｐ
・
話
電
帯
携和

昭

62

）
七
八
九
一
（
年

場
上
株
Ｔ
Ｔ
Ｎ

去
死
郎
次
裕
原
石

生
発
件
事
破
爆
機
空
航
韓
大

退
引
）
人
巨
（
卓
川
江

化
営
民
全
完
が
空
航
本
日

Ｔ
Ｔ
Ｎ

が

帯
携

始
開

生
誕
　

和
昭

50

）
五
七
九
一
（
年

立
設
社
ト
フ
ソ
ロ
ク
イ
マ

結
終
争
戦
ム
ナ
ト
ベ
り
よ
に
落
陥
ン
ゴ
イ
サ

去
死
作
栄
藤
佐

問
訪
国
米
の
初
上
史
が
皇
天

生
誕
　

和
昭

38

）
三
六
九
一
（
年

始
開
映
放
』
ム
ト
ア
腕
鉄
『
メ
ニ
ア
初
ビ
レ
テ

行
発
札
円
千
新
の
像
肖
文
博
藤
伊

功
成
に
験
実
継
中
星
衛
の
間
米
日

去
死
山
道
力

生
誕
　

吉
十
八
錦
小

和
昭

26

）
一
五
九
一
（
年

送
放
戦
合
歌
白
紅
回
一
第

局
開
京
東
オ
ジ
ラ

生
誕
　

和
昭

14

）
九
三
九
一
（
年

称
改
に
社
神
国
護
を
社
魂
招
の
国
全

件
事
ン
ハ
ン
モ
ノ

発
勃
戦
大
界
世
次
二
第

生
誕
　

）
七
二
九
一
（
年
２
和
昭

喪
大
皇
天
正
大

殺
自
介
之
龍
川
芥

生
誕
　

）
五
一
九
一
（
年
４
正
大

幕
開
会
大
球
野
勝
優
校
学
等
中
国
全
回
一
第

生
誕
　フ

ア
ピ

治
明

36

）
三
〇
九
一
（
年

 

園
開
園
公
谷
比
日

）
球
野
（
戦
慶
早
回
一
第

功
成
に
行
飛
力
動
の
初
類
人
が
弟
兄
ト
イ
ラ

生
誕
　

治
明

24

）
一
九
八
一
（
年

生
誕
　

麿
文
衛
近

治
明

12

）
九
七
八
一
（
年

称
改
に
社
神
國
靖
を
社
魂
招
京
東

明
発
球
電
熱
白
が
ン
ソ
ジ
エ

生
誕
　

）
七
六
八
一
（
年
２
応
慶

任
就
に
軍
将
大
夷
征
代
五
十
第
が
喜
慶
川
徳

御
崩
皇
天
明
孝

入
購
を
カ
ス
ラ
ア
り
よ
国
帝
露
が
国
米

幕
開
会
覧
博
国
万
リ
パ

還
奉
政
大

殺
暗
郎
太
慎
岡
中
・
馬
龍
本
坂

生
誕
　

う
さ
ぎ
年
の
出
来
事

う
さ
ぎ
年
の
出
来
事

告
報
祭
大
例
年
二
十
二
成
平

八幡町会渡御（テレビ東京 飯島進氏撮影） 琴平町会渡御

告
報
業
事
念
記
年
千
一
座
鎮
御

業
事
念
記
年
千
一
座
鎮
御

前　厄 本　厄 後　厄

男

性

２４才 ２５才 ２６才
昭和６３年生 昭和６２年生 昭和６１年生
たつ うさぎ とら

４１才 ４２才 ４３才
昭和４６年生 昭和４５年生 昭和４４年生
いのしし いぬ とり

６０才 ６１才 ６２才
昭和２７年生 昭和２６年生 昭和２５年生
たつ うさぎ とら

女

性

１８才 １９才 ２０才
平成 ６ 年生 平成 ５ 年生 平成 ４ 年生
いぬ とり さる

３２才 ３３才 ３４才
昭和５５年生 昭和５４年生 昭和５３年生
さる ひつじ うま

３６才 ３７才 ３８才
昭和５１年生 昭和５０年生 昭和４９年生
たつ うさぎ とら

年齢は数え年です

お
と
社
神
幡
八
保
久
西

江

者
敬
崇
子
氏
は
祭
大
例
の
年
二
十
二
成
平

粛
厳
り
よ
に
力
協
ご
と
解
理
ご
の
様
皆
の

出
が
と
こ
う
行
り
執
に
大
盛
も
に
ち
う
の

す
ま
げ
上
し
申
を
礼
御
り
よ
心
衷

日
六
十
月
四
年
二
十
二
成
平

　

）
式
会
発
（
会
員
委
行
実
回
一
第

日
五
十
二
月
五
年
二
十
二
成
平

　

会
員
委
行
実
回
二
第

日
七
月
九
年
二
十
二
成
平

　

祭
願
祈
全
安
事
工
復
修
垣
玉

日
十
二
月
二
十
年
二
十
二
成
平

　

祭
告
奉
工
竣
垣
玉

日
十
二
月
二
十
年
二
十
二
成
平

　

会
員
委
行
斎
祭
祝
奉
回
一
第

日
三
月
二

　
　
　

祭
分
節

月
八

　
　
　
　
　

祭
大
祝
奉

　
　
　
　
　
　
　

御
渡
合
連
会
町
子
氏

　
　
　
　
　
　
　

納
奉
楽
舞

　
　
　
　
　
　
　

他
の
そ

　

し
ま
い
て
し
残
を
紙
手
の
旨
る
す
営
造
を

さ
営
造
が
殿
社
に
）
四
三
六
一
・
年
一
十

て
し
失
焼
り
よ
に
災
火
の
）
三
二
七
一
（

荼
で
）
り
辺
目
丁
一
台
布
麻
（
谷
坊
善
我
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あ
が
と
こ
る
な
異
と
印
刻
の
際
実
上
合
都
の
面
紙
※

御鎮座壱千年奉祝玉垣修復事業奉賛者芳名

柱
親

右
68

団
財
本
日

 

平
陽
川
笹

柱
子

右
67

団
財
究
研
策
政
洋
海

柱
子

右
66

柱
子

右
65

 

己
克
本
西

柱
子

右
64

柱
親

右
63

柱
子

右
62

場
砂
門
ノ
虎

柱
子

右
61

鮨
花
浪

 

宏
田
池

柱
子

右
60

男
修
戸
木

柱
子

右
59

稔
澤
小

柱
親

右
58

柱
子

右
57

徹
場
馬

柱
子

右
56

マ
ン
グ

 

可
安
藤
斉

柱
子

右
55

ル
ビ
ト
ク
ア

 

一
清
村
長

柱
子

右
54

英
地
福

柱
親

右
53

壯
文
﨑
島

柱
子

右
52

吾
順
澄
川

柱
子

右
51

一
伸
名
星

柱
子

右
50

勝
正
井
酒

柱
子

右
49

店
商
宗
百
八
芝
㈲

柱
親

右
48

院
医
口
山

 

成
冨
口
山

柱
子

右
47

旭
池
小

柱
子

右
46

か
だ
ひ
り
と
き
や

柱
子

右
45

則
義
田
内

柱
子

右
44

や
ぎ
つ
よ

柱
子

右
43

彦
俊
桶

柱
親

左
84

夫
達
田
中

柱
子

左
83

美
よ
き
井
石

柱
子

左
82

子
里
英
谷
曲

柱
子

左
81

子
直
谷
曲

柱
子

左
80

一
洋
谷
曲

柱
子

左
79

二
慶
谷
曲

柱
子

左
78

枝
靜
谷
曲

柱
子

左
77

一
栄
谷
曲

柱
親

左
76

柱
子

左
75

二
勝
谷
曲

柱
子

左
74

）
中
具
道
（
防
消
戸
江

柱
子

左
73

）
先
筒
（
防
消
戸
江

柱
子

左
72

）
頭
小
（
防
消
戸
江

柱
子

左
71

）
頭
組
副
（
防
消
戸
江

柱
子

左
70

）
頭
組
（
防
消
戸
江

柱
子

左
69

）
組
番
三
（
防
消
戸
江

柱
親

左
68

區
二
第
会
念
記
防
消
戸
江

柱
子

左
67

志
武
本
宮

柱
子

左
66

之
浩
岡

柱
子

左
65

子
金
岡

柱
子

左
64

勇
田
折

柱
親

左
63

柱
子

左
62

生
長
角
大

柱
子

左
61

子
隆
井
石

柱
子

左
60

博
邦
井
石

柱
子

左
59

柱
親

左
58

会
町
平
琴

柱
子

左
57

屋
乃
笹
㈲

 

伸
木
々
佐

柱
子

左
56

店
本
屋
後
越

 

夫
郁
橋
諸

柱
子

左
55

屋
宝

 

店
商
沢
滝

柱
子

左
54

店
商
松
久
富
部
眞

柱
親

左
53

会
町
舟
明

柱
子

左
52

夫
雅
藤
加

柱
子

左
51

江
孝
林
小

柱
子

左
50

 

男
佐
眞
林

柱
子

左
49

店
商
物
金
林

柱
親

左
48

会
町
川
桜

柱
子

左
47

㈱
画
企
菱
日

 

之
克
井
長

柱
子

左
46

㈱
業
工
車
動
自
倉
戸

 

豊
田
中

柱
子

左
45

店
琶
琵
田
石

柱
子

左
44

柱
子

左
43

房
印
部
田
小

 

子
枝
美
部
田
小

柱
親

右
42

治
勇
野
水

柱
子

右
41

隆
文
藤
加

柱
子

右
40

雄
秀
崎
松

柱
子

右
39

英
豊
尾
長

柱
子

右
38

や
し
さ
む

 

昭
豊
林
高

柱
親

右
37

店
商
八
竹
㈲

 

昭
勝
井
藤

柱
子

右
36

組
泉
小
㈱

 

行
康
泉
小

柱
子

右
35

司
寿
翁

 

夫
健
藤
齊

柱
子

右
34

司
寿
翁
㈲

柱
子

右
33

晴
利
野
菅

柱
親

右
32

明
光
野
菅

柱
子

右
31

山
谷
西

 

寺
養
大

柱
子

右
30

㈱
刷
印
尾
松

柱
子

右
29

版
製
一
第
㈱

柱
子

右
28

子
佳
石
大

柱
親

右
27

㈱
事
商
岩
大

 

巳
博
石
大

柱
子

右
26

三
隆
瀬
川

･

江
由

柱
子

右
25

刷
印
セ
ワ
カ

 

三
隆
瀬
川

柱
子

右
24

子
敦
野
髙

柱
子

右
23

子
玲
田
寺

柱
親

右
22

㈱
設
建
松
西

柱
子

右
21

郎
次
昭
井
酒

柱
子

右
20

一
利
井
酒

柱
子

右
19

子
陽
井
酒

柱
子

右
18

治
銀
野
中

柱
子

右
17

子
美
由
並
江

柱
親

右
16

㈱
設
建
島
鹿

柱
子

右
15

子
和
美
田
池

･

子
涼

･

浩
晃

柱
子

右
14

一
晃
田
池

･

子
美
恵

柱
子

右
13

子
恵
美
田
池

柱
子

右
12

子
和
田
池

柱
親

右
11

所
作
製
工
加
金
鈑
田
池

柱
子

右
10

子
女
志
田
坂

柱
子

右
9

子
栄
村
髙

柱
子

右
8

一
洋
村
髙

柱
子

右
7

㈱
気
電
光
栄

柱
親

右
6

会
商
ヤ
ト
マ
ヤ
㈱

柱
子

右
5

明
忠
藤
内

柱
子

右
4

彦
靖
谷
土

柱
子

右
3

会
友
交
町
幡
八

柱
子

右
2

暁
幸
㈱

 

枝
幸
本
山

柱
親

右
1

柱
親

左
42

会
町
巴

柱
子

左
41

夫
武
瀬
廣

柱
子

左
40

明
義
上
岩

柱
子

左
39

繁
場
的

柱
子

左
38

司
勝
野
大

柱
親

左
37

会
町
栄
広

柱
子

左
36

ル
ビ
屋
扇

 

枝
藤
田
蔵

柱
子

左
35

ル
ビ
屋
扇
㈱

柱
子

左
34

則
正
嶋
金

柱
子

左
33

夫
俊
田
宮

柱
親

左
32

会
町
目
丁
四
門
ノ
虎

柱
子

左
31

子
良
坂
松

柱
子

左
30

み
ふ
坂
松

柱
子

左
29

㈲
庫
倉
輸
運
坂
松

 

洋
坂
松

柱
子

左
28

会
商
気
電
川
市

 

美
初
川
市

柱
親

左
27

会
町
山
石
仙

柱
子

左
26

久
田
福

･

美
清

柱
子

左
25

志
有
ル
ビ
ン
ブ
セ
宿
新

柱
子

左
24

柱
子

左
23

商
延
㈱

 

王
延
木
鈴

柱
親

左
22

会
町
町
谷
神

柱
子

左
21

柱
子

左
20

徳
敏
藤
武

柱
子

左
19

之
利
田
吉

柱
子

左
18

子
げ
し
川
白

柱
子

左
17

子
る
て
藤
齋

柱
親

左
16

会
治
自
町
坊
善
我

柱
子

左
15

藤
日
㈱

 

一
廣
藤
齋

柱
子

左
14

蔵
興
﨑
柴

柱
子

左
13

町
ノ
仲
布
麻

 

津
椎

柱
子

左
12

一
公
藤
佐

柱
親

左
11

会
町
葉
ノ
麻

柱
子

左
10

司
昌
村
木

柱
子

左
9

㈱
ス
ポ
リ

 

弘
康
賀
大

柱
子

左
8

井
徳
㈱

 

子
紀
枝
時

柱
子

左
7

徹
林
小

柱
親

左
6

会
町
倉
飯

柱
子

左
5

･

子
佳

柱
子

左
4

会
年
青
町
幡
八

柱
子

左
3

会
友
交
町
幡
八

柱
子

左
2

会
日
二
十
町
幡
八

柱
親

左
1

会
町
幡
八

柱
親

郎
一
秀
田
坂

柱
親

一
健
谷
曲

柱
親

㈱
ト
ス
ラ
ト
森

す
で
賛
奉
の
へ
垣
玉
り
周
碑
念
記
は
記
右

階段上

階段下

た
当
に
る
え
迎
を
年
千
壱
座
鎮
御
社
神
幡
八

げ
上
し
申
い
願
お
を
賛
奉
ご
の
事
工
復
修
の
垣

り
よ
心
は
に
様
皆
た
し
ま
き
だ
た
い
を
賛
奉
ご

協
ご
と
解
理
ご
の
段
格
も
と
後
今
は
に
様
皆
の

だ
た
い
り
上
お
を
坂
男
非
是
は
に
折
の
拝
参
御
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ご奉賛のお願い
当八幡神社は源頼信が、氏神と仰ぐ京都男山石清水八幡宮の神霊を勧請して、寛弘年間（西暦
1004～1012年）に霞ヶ関の辺りに創建したのが始めとされ、太田道灌の江戸城築城に際し、現在
地に遷されました。
御鎮座以来一千年を数えるに当たり、平成23年を佳き年と定め、奉祝記念事業を行い、御神威の更
なる発揚を期して参りたく存じますので、氏子崇敬者の皆様には趣旨にご賛同をいただき、何卒ご
協力賜りますようお願い申し上げます。

八幡神社御鎮座壱千年奉祝祭実行委員会

◎目標金額 ￥.10,000,000－
①奉賛方法　一口 ￥.10,000－也　口数の制限はありません。
　多くの方々のご厚情を賜ります様、お願い申し上げます。
　ご奉賛頂いた皆様の芳名は御神前に御奉告申し上げますとともに、永久にわたるまで
　益々のご多幸、ご繁栄などをご祈念申し上げます。
○ 企業・団体でのご奉賛は 2 口以上のご厚志をお願い致します。
○ 一口の御奉賛…………平成 23年８月斎行の奉祝記念大祭のご案内を差し上げますと
　ともに大祭記念品を授与致します。

　益々のご健勝、ご安泰などをご祈念申し上げます。

②奉賛期間　平成 22 年 4 月より平成 23 年 12 月末日まで
③奉賛金申込方法
◎ 申込用紙にご記入頂き、八幡神社社務所又は、各町奉賛会委員の方々にお渡し下さい。
◎ 郵送にて実行委員会事務局に送付して下さい。

④納金方法
○ お持参の場合………八幡神社社務所又は各町会奉賛会委員の方にお渡し下さい。
○ 集金の場合…………神社又は奉賛会委員の方が領収書を持ってお伺い致します。
○ お振込みの場合……提携金融機関にお振込み頂きます。
○ 分割払いの場合……奉賛申込書ご記入の分割方法により提携金融機関又は奉賛会委員
 　　　　　　　　　　が集金に伺います。

⑤提携金融機関
① みずほ銀行　神谷町支店　146　（普）1216982　千年祭実行委員会

銀行名 本支店名 店番 口座番号 口座名

銀行名 本支店名 店番 口座番号 口座名お客様番号

② 芝信用金庫　本　　　店　001　9810467　（普）0018102　千年祭実行委員会

※申込書のご連絡なく納金されますと、確認が遅れ失礼申上げることがございますので、　必ず奉賛金申込書を
　記入提出頂きます様お願い申し上げます。

事務局住所　〒105－0001
　　　　　　東京都港区虎ノ門 5―10―14  八幡神社内
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ご奉賛申込書
申込日　　　年　　　月　　　日

お 申 込 種 別 □個人　　　　□法人・団体
フ リ ガ ナ

年　齢
性　別 歳　□男性　□女性

（個人でお申込の方のみご記入下さい）お 名 前

フ リ ガ ナ

ご 住 所

TEL　　　（　　　　）　　　　　　　　　　　　FAX　　　（　　　　）
法人・団体でお申込の方は下記にもご記入下さい。

フ リ ガ ナ
職　名

ご代表者氏名

フ リ ガ ナ
職　名

ご担当者氏名

お 申 込 口 数 　　　　　　　　口
ご 奉 賛 方 法 □持参　　□集金　　□振込　　□分割（　　　回）

下記にご要望等ありましたらご記入下さい。

記載された個人情報は適切に管理し、当社の護持運営に関する情報提供以外の目的には使用致しません。

西久保八幡神社 御鎮座一千年


